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●●●編集後記
▶今月号の特集は，“放射線科診療における肝臓がんの最新の画像診断
と治療”で，山下康行先生と金澤 右先生のお二人に企画して頂き，画像
診断については祖父江慶太郎先生に，治療の中の IVR に関しては荒井
保明先生と山門享一郎先生に，そして放射線治療に関しては加藤徳雄
先生と作原祐介先生に執筆して頂きました。肝臓がんの診断ならびに治
療は，古くから日本ではじめられて発展し，世界の肝臓がん診療を牽引して
きた領域です。画像診断には，主に CT，MRI ならびに超音波検査が用
いられており，さらに Gd-EOB-DTPA などの肝特異性造影剤も含む造影
剤の進歩も相まって，小さな肝臓がんも確実に診断できるようになり，さら
に肝血流などの機能評価画像や肝臓の予備能評価などにも応用されるよ
うになりました。IVR 治療も，これまでの多くの工夫を積み重ねて確立され
てきた肝動脈化学塞栓術や，さらに薬剤溶出球状塞栓物質などの新しい
塞栓物質も登場し，治療成績は向上しています。また，ラジオ波焼灼療法
も広く普及し，画像誘導下での治療や肝動脈塞栓術との併用による治療
など新しい技術が用いられています。放射線治療においても，体幹部定
位放射線治療や陽子線を用いた治療により周囲の組織への有害事象を
抑えることで，十分な線量にて局所制御を向上させています。本特集は，
まさに日本で進歩してきた肝臓がんの診断と治療の変遷と新技術の知見
を知ることのできる素晴らしい内容です。
▶現在，国は人工知能（AI）の活用を推進しており，医療においてもそ
の活用が期待されています。とくに画像診断においては，病変の自動検出
や過去の画像所見との対比による客観的な変化の評価，さらにこれらの
多量の情報データの蓄積に基づいた診断や治療方針の決定などにも期
待されています。自動車も，自動運転の普及により交通事故ゼロを目指し
ていますが，医療においてもAIを活用して見落としや誤診のない，いわゆ
るヒューマンエラーがゼロの画像診断システムの構築を目指したいと思い
ます。
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